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テーマ ドイツ語圏新聞に⾒るドイツ・ヨーロッパ事情

講義内容

最近ドイツあるいはヨーロッパでは話題になっている社会問題や政治問題な
どを中⼼にテーマを選び、ドイツ語圏の新聞記事を授業で⼀緒に精読しま
す。テキストの理解を深めるため、背景情報について調べる課題を出すこと
があります。授業では、記事の内容について議論を⾏います。ドイツ語の⽔
準を引き上げる他、ドイツやヨーロッパについての知識を深める、そして総
合研究に備えて情報管理及び議論のスキルを鍛えることを⽬標とします。
この授業はオンタイム授業として⾏います。

達成⽬標

１）新聞記事の精読を通じてドイツやヨーロッパについての正確な知識が深
まり、⾃分の意⾒を⾔えるようになる。２）授業中⺟語話者レベルの⽂章を
⼀緒に読むことによってドイツ語の⽔準が⾼まり、CEFRのB1レベルにな
る。
３）記事の背景情報を調べたり、情報をまとめたり、発表したり読んだ内容
について議論することによって、総合研究に必要な実践的にスキルが⾝につ
く。

授業計画
第１回

【事前学修】ドイツおよびヨーロッパの社会や政治や歴史についての知識を
確認してきてください。
【授業内容】オリエンテーション、授業内容の説明。ハンドアウトの配布。
テキストを予習して、単語を調べる。
【事後学修】事後に授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に努め
てください。

授業計画
第２回

【事前学修】第⼆回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第⼆回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に努
めてください。

授業計画
第３回

【事前学修】第三回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第三回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に努
めてください。



授業計画
第４回

【事前学修】第四回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第四回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に努
めてください。

授業計画
第５回

【事前学修】第五回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第五回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に努
めてください。

授業計画
第６回

【事前学修】第六回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第六回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に努
めてください。

授業計画
第７回

【事前学修】第七回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第七回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に努
めてください。

授業計画
第８回

【事前学修】第⼋回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第⼋回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に努
めてください。

授業計画
第９回

【事前学修】第九回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第九回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に努
めてください。

授業計画
第１０回

【事前学修】第⼗回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第⼗回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に努
めてください。

授業計画
第１１回

【事前学修】第⼗⼀回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第⼗⼀回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に
努めてください。

授業計画
第１２回

【事前学修】第⼗⼆回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第⼗⼆回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に
努めてください。

授業計画
第１３回

【事前学修】第⼗三回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第⼗三回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に
努めてください。

授業計画
第１４回

【事前学修】第⼗四回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第⼗四回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に
努めてください。

授業計画
第１５回

【事前学修】第⼗五回、テキストの当該箇所を予習してきてください。
【授業内容】テキストの読解、内容について議論。
【事後学修】第⼗五回の授業の内容を復習しながら、テキストの内容把握に
努めてください。



授業計画
第１６回
授業計画
第１７回

授業計画
第１８回
授業計画
第１９回

授業計画
第２０回
授業計画
第２１回

授業計画
第２２回
授業計画
第２３回

授業計画
第２４回
授業計画
第２５回

授業計画
第２６回
授業計画
第２７回

授業計画
第２８回
授業計画
第２９回

授業計画
第３０回

成績評価⽅法
＊成績評価⽅法として、課題としてテキストについての調べ事を頼んだり、
授業の進捗によって数回エッセイ式の⼩テストを⾏います。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

学修に必要な準備 ＊１）独和辞書を必ず授業に持参すること。２）テキストの予習・復習を⽋
かさないこと。

関連して受講する
ことが望ましい科
⽬

＊ドイツ語・ドイツ語コミュニケーション

テキスト ＊ハンドアウトを配布する。
参考⽂献 ＊特になし。

履修上の注意 ＊オフィスアワーの代わりに連絡先を開講時に連絡します。無断⽋席が三回
を超えると、単位をあげない場合があるので、注意を願います。

カリキュラム中で
の位置付け及び教
育⽬標との関連

この科⽬とディプロマ・ポリシーとの関係については、学科の「カリキュラ
ムマップ」を参照のこと。
【アクティブラーニング科⽬】



双⽅向型授業
【科⽬ナンバリング】Z1-610-18-3C-3，Z0-610-18-3C-3

添付ファイル1 説明1
添付ファイル2 説明2
添付ファイル3 説明3
添付ファイル4 説明4

添付ファイル5 説明5
関連URL1
関連URL2
関連URL3

教室情報
項番 履修年度 開講期 曜時 使⽤開講期 教室
1 2024年度 後期授業 ⽊曜２校時 後期授業 五）講）L721

カリキュラム情報

項番 学⽣区分 所属区
分 学部 学科 専攻・コース 適⽤⼊学年度

1 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2015年度〜2016年
度

2 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2015年度〜2018年
度

3 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2017年度〜2018年
度

4 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2019年度〜2019年
度

5 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2019年度〜2100年
度

6 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科  2020年度〜2100年
度

7 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2015年度〜2016年
度

8 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2015年度〜2018年
度

9 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2017年度〜2018年
度

10 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2019年度〜2019年
度

11 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2019年度〜2100年
度

12 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 ドイツ語コース 2020年度〜2100年
度

13 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2015年度〜2016年
度



14 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2015年度〜2018年
度

15 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2017年度〜2018年
度

16 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2019年度〜2019年
度

17 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2019年度〜2100年
度

18 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 フランス語コース 2020年度〜2100年
度

19 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2015年度〜2016年
度

20 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2015年度〜2018年
度

21 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2017年度〜2018年
度

22 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2019年度〜2019年
度

23 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2019年度〜2100年
度

24 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 中国語コース 2020年度〜2100年
度

25 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コー
ス

2015年度〜2016年
度

26 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コー
ス

2015年度〜2018年
度

27 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コー
ス

2017年度〜2018年
度

28 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コー
ス

2019年度〜2019年
度

29 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コー
ス

2019年度〜2100年
度

30 学部⽣ 学部⽣ 教養学部 ⾔語⽂化学科 韓国・朝鮮語コー
ス

2020年度〜2100年
度
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